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はじめに

本書は、各専門の学問を学ぶ上で最低限必要な共通の知識や作法を、コンピューターやネットワー
クなどの情報環境を活用して身につけることを目的とする授業用のテキストです。リテラシーとは
識字、すなわち読み書きを意味し、文化的な生活を送る上で必須なものです。筆者らはアカデミッ
クな環境で必須となる基礎的な事項を「アカデミックリテラシー」と呼ぶことにしました。本書を
通して、以下のような情報環境を活用したレポート・論文作成、発信能力に関するアカデミックリ
テラシーを学んでいくことにしましょう。

道具である PCを使いこなせるようになろう� �
　情報化された環境を使いこなすためには、高等学校の教科「情報」で学ぶプログラミング・
情報科学・情報倫理などの基礎的な事項はもちろん必要ですが、それだけでは十分であるとは
言えません。例えば購入してきたパーソナル・コンピューター（PC）を学習・研究に利用する
ためにはどのように設定すればいいでしょうか。それには PCのハードウェア、OS（オペレー
ティングシステム）a、ネットワークへの接続方法などについても、ある程度学習しておく必要
があります。PCを安全に利用するためには、バックアップの作成方法、コンピューターセキュ
リティなども重要です。また、情報環境を活用した学習・研究に必要なアプリケーションソフ
トウェアbに関しても、それぞれ関連する章において記述しました。

a本書では学生諸君が所有する PCとして最もシェアが大きいであろうMicrosoft Windowsを前提にしていますが、筆
者らはむしろ Linuxや FreeBSD、MacOSなどを好んで使っています。

bアプリケーションとしては、学生諸君の経済状況を配慮して、できるだけ無償のものを選んでいますが、購入した
PCにあらかじめインストールされている場合もあります。多くの操作についてはおおよそ似通っていますが、操作の
解説は本書の目的ではありませんので、この場合は数多く出版されている操作マニュアルなどを参照してください。� �

守るべきルールを身につけよう� �
　情報化の進展に伴い、社会的に著作権を巡る様々な問題が起きていますが、大学でもいくつ
か困ったことが起きています。例えば、他人のレポートの丸写しです。本来、レポート課題は
作成作業を通してテーマについて深く考察するために課されています。レポート作成環境が電
子化した今、先輩のレポート（通称過去レポ）の電子ファイルの氏名を書き換え、せいぜい語
尾や数値を変更するだけで提出したり、Web（World Wide Web）の文章をコピー・貼り付けし
てほぼ全文を構成するといった行為が見られるようになっています。これでは学習効果がない
どころか、剽窃・盗用という犯罪を犯していることになります。発見されればa単位を得られな
いだけではなく、停学や退学といった重いペナルティの対象になり得ます（残念ながら既に何
件かの事例があります）。一定のルールに従えば、他者の著作物を自らの著作物の中に取り込む
ことは可能なのですから、そのルールである著作権に関する知識を身につけましょう。
その他、ちょっとしたことで巻き込まれてしまいがちな、情報倫理上の諸問題に関しても併せ
て学習します。

a既に検索エンジンなどと組み合わせた「剽窃レポート発見システム」の研究が進んでおり、近い将来、上記のよう
な不正はすぐに発見されるようになります。� �
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学問として耐えうる情報を収集できるようになろう� �
　これまでもみなさんは総合的な学習の時間での調べ学習を行ったり、教科「情報」でグルー
プワークとプレゼンテーションを経験した人もいるでしょう。そのとき、適切な引用など著作
権に考慮しながらおこなってきたでしょうか。また引用した内容の学術的な正確性に対してど
れだけ配慮をしてきたでしょうか。
　大学には大量の「知」が蓄積されています。ここでいう「知」は図書・学術雑誌・オンライン
ジャーナル・データベースなどの「文献」を意味します。系統的な学習体系をとる学問分野で
は「評価の定まった文献」を基礎段階で学ぶことが重要aなので、これらがそろっている大学の
図書館は大変有効です。自然科学系では最新の研究は学術雑誌にのみ掲載されると言っても過
言ではありません。これらはたとえ大型書店に行ったとしてもほとんど手に入れることはでき
ません。大学は継続的に膨大な予算を、これら「知」の購入にあてています。例えば早稲田大
学の場合、年間の図書資料費支出は総額で約 10億円bにもおよび、図書館に所蔵されていない
図書の購入希望を出すことも可能となっています。本書では、このように蓄積されている「知」
たる文献を、情報化された環境を有効に用いて取り扱う方法を学びます。これだけ整っている
環境にいても、みなさんは安易に過去レポやWeb上のコンテンツ、一般の書店で手に入るよう
な書籍や（学術向けでない）雑誌だけに情報を頼るのですか？

aこれらが教科書として指定されることも多いです。
b平成 17年度決算 http://www.waseda.jp/zaimu/main_kessan/keisan_05/syouhi05.pdfによる。ただし、すべ

てが図書館に費やされるわけではありません。� �
論理的に納得させられるようなデータの処理について知ろう� �

　レポート・論文を読んでくれる人を納得させ効果的な方法の 1つが、信頼できるデータを自ら
集めてこれを加工・分析して提示することです。しかし、こういったデータ分析には一定の守
るべき作法があり、また大学生として最低限求められる、分析の質というものがあります。例
えばアンケートをとって、単にその数値を円グラフや折れ線グラフにしただけのものを、平気
で卒業論文に使おうとする学生もいます。これではなんら説得力はありません。文系であって
も、いや文系であるからこそ社会調査法や、データの統計処理の知識は重要であり、それは将
来に渡って役に立つ道具となります。
　そこで、ここでは初めの一歩として、主に表計算ソフトウェアを利用したデータの整理方法
を紹介しますa。また、表計算ソフトウェアは便利ですが、これを数値計算の道具として利用す
るべきではありません。ここではその理由と、無償で利用することのできる数値計算用のソフ
トウェアについて紹介します。

a統計学は、別途授業を履修してしっかり学習してください。ここでは初歩的ではあるが高度な統計処理への基礎と
なるような基本的統計処理に絞って説明します。また、一般的にデータの解析を通じてどのようなことを調べることが
できるのか、またそのためには何を大学で学ぶ必要があるのかを示唆するにとどめます。� �
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レポート・論文の基本的な作法を学ぼう� �
　皆さん方の中には大学入試対策で小論文について学んだ方がいるかもしれませんが、その場
でテーマが与えられ、限られた時間の中でのデータの読み取り能力や論理的文章作成能力を問
われる小論文と、下記のように多くの文献を参照することが前提となっている論文は本質的に
異なります。
　学術論文の評価方法、性格は学問分野によって大きく異なりますが、仮説を立て、調査や実
験の結果とそれに対する解釈を、他の多くの文献のそれと比較しながら結論を得るという構成
はほぼ共通しており、卒業論文においても同様にそのような構成であることが求められます。
　さらに、論文というものは書式（style）がそれぞれの学問分野・論文を投稿する雑誌によっ
て決まっています。初学者が陥りがちなのが「型にはまっていては独創的な発想ができない」
という考え方を論文の形式にまで当てはめることです。先進的・独創的な論文というのは内容
がそうなのであって、形式はきちんと決まり通りになっていなければなりません。そうでなけ
れば、たとえ内容が先進的・独創的なものであっても、受け入れられないのです。
　コンピューターは、情報を整理して備蓄しておいて一定の形式で出力することが得意なので、
論文執筆にも大きな力を発揮します。コンピューターとネットワーク、そして適切なソフトウェ
アを使うと、上記のうち一番重労働であるとされている文献管理と参考文献の出力を比較的簡
単にすることができます。そこで、いくつかの代表的なソフトウェアと、それを用いた文献管理
（書誌情報データベースの構築と、論文作成時の参考文献リストの作成）について紹介します。� �
アカデミックな情報発信（プレゼンテーション・Webコンテンツ作成）手法について学ぼう� �
　アカデミックな発表の場は、論文だけではありません。学会、シンポジウムなどにおける発
表も重要な場となります。
　これまでも学会発表ではスライド・OHPなどを使った発表が行われてきましたaが、近年、PC
に接続できるプロジェクターの普及に伴い、プロジェクターとプレゼンテーションソフトウェ
アを活用したプレゼンテーションが中心になってきています。これらを使いこなし、聴衆によ
りよく理解してもらう発表をするための方法について学んでいきましょう。今やアカデミック
な世界のみならず、ビジネス・教育・ジャーナリズムの世界においても最低限必要とされる情
報発信技法の一つとなっています。
　これまで広く情報発信をするのはマスメディアの特権でしたが、現在では情報ネットワーク
の発展と映像機器の普及により、だれもがインターネットを通じて動画を含む情報発信をでき
るようになってきました。本書でもその基本となるWorld Wide Webによる情報発信について、
これまで触れてきたアカデミックな面に配慮しながら解説します。

a発表要旨やレジュメだけを用いる学問分野もあります。� �
　これらは学術的な論文執筆時には当然身についていなければならない基礎的なことがらですが、情
報化された環境と組み合わせることによって、より有効に機能します。学習や研究、また交流という
人間の営みはアナログなものですが、その周辺をコンピュータで支え、固めることで、それはより
効果的に、より効率的に、またより楽しくなるものと筆者らは信じています。本書を通じて大学に
おける情報環境を活用できるようになり、みなさんが学問を修める上で少しでも役に立てば、我々
は大変嬉しく思います。

2012/2/15筆者ら記す。
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